







































































































































































































































































































































































































４）「加入率激減!消滅危機に立つ『子ども会』必要?不要? 街の声も割れる」livedoor NEWS,2016.4.24 https://
news.livedoor.com/article/detail/11450034/（2020.1.30閲覧）
　　「子供会は必要? 薄れつつある存在意義～親と地域が守っていたもの」
　https://mamarina.jp/event/childrens-society.html（2020.1.30閲覧）
５）2019年11月９日、北九州市黒崎で開催された「黒崎子ども商店街」の視察を行い、その盛況ぶりに驚か
された。当日の子ども達の参加者は1200人で、商店街の有志を含む黒策子ども商店街実行委員会が主宰し
ている。一日の流れは以下のようになっている。
　　①子供達が応募→受け容れ側の参加店舗との兼ね合いで、参加者数を確定→通知
　　②受付→ハロワークでお仕事選び
　　③各店舗でお仕事（45分ぐらい）
　　④お仕事証明書をもらって、税務署へ→税金を支払い、給与明細をもらい、
　　⑤それを銀行を持っていき、金券と交換してもらう。
　　⑥金券を持って商店街で買い物→商店街の活性化
　　なお、参加店舗としては物販店、飲食店、サービス業以外にも、銀行、郵便局、税務署、警察なども参加し、
多様なお仕事体験ができるプログラムとなっている。
６）単なる科目の導入だけでなく、大学挙げての取組み（滋賀県立大学）や地域創造学部の新設（愛媛大学）
といった動きもみられる。こうした先駆的取り組みについては、近江楽座学生委員会編（2008）『近江楽座
のススメ-学生力で地域が変わる/ ４年間の軌跡』ラトルズ、大西正志他著（2016）『地域と連携する大学教
育の挑戦-愛媛大学法文学部総合政策学科地域・観光まちづくりコースの軌跡-』ぺりかん社を参照。
７）この点については、https://ouc.daishodai.ac.jp/profile/outline/gp.htmlを参照。
８）文科省は、平成25年度より大学が自治体と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究。社会貢献を進
める大学などを支援することで、課題解決に資する様々な人材や情報・技術が集まる、地域コミュニティ
の中核的存在としての大学の機能強化を図る「地（知）の拠点」（COC）整備事業を実施している。
大学と連携した「地域が支える子育て」の仕組みづくりについて
−　 −67
　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/coc/ その後COC＋に名称が変更され、目的も地域創生
に絡んで大学生の地元就職率が成果として問われるプログラムに変化したように思われる。
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